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要旨 
キーワード：勤勉性  平等性  異文化適応  歴史的社会的要因  個人的要因 
 
第 1 章 

 中国人学習者の数は、留学生の中で第１位を占めている。稿者の勤務する東京都内の

日本語学校においても、95％以上は中国籍の学生である。ここ数年、中国からの留学生の

ニーズ・目的が多様化してきた。彼らの受験指導をするのが日本語教師の重要な仕事のひ

とつであるが、多様化した目的を持つ彼らに向き合っている日々の中で、彼らがいったい

日本に何を求めているのか、日本にどのようなイメージを持っているのかということを追

究したいと感じるようになった。留学生数として最も多い中国人学生の対日イメージを知

り、日本社会における異文化適応の過程を知ることは、学生の指導を行う際の重要な示唆

となるであろう。 
本研究は、2010 年から 2011 年にかけて、中国人の対日イメージ・対日感情を、SD

（Semantic Differential）プロファイル分析・因子分析とライフストーリーインタビュー

に基づいて分析したものである。SD プロファイル分析の調査対象者は属性の異なる 5 つの

「中国人日本語学習者」集団（G1－G5）である。さらに、彼らと比較する集団として、日

本語を学ぶ短期留学生の韓国人グループ（G6）にも同様の調査を行った。ライフストーリ

ーインタビューは、３名の留学生に行った。 
 
第 2 章・第 3 章 

SD プロファイル分析においては、各集団間の対日イメージの異同を読み取るために４つ

の研究課題を設け、課題に答えることを目的とした。調査は、調査期間が限定されている

ため、横断的研究となった。 
SD プロファイル分析では、日本語学習者集団が、先行研究の一般大学生に比べて、全体

的に、より好意的な対日イメージを持っていることがわかった。因子分析では、G1－G4
から「目的集団・勤勉性」「感性・誠実性」「知的・創造性」「開放性・社交性」「平等性」「流

行性」の 6 因子を抽出した。「目的集団・勤勉性」では、どの集団も肯定的イメージとして

捉え、評価も集中している。来日後、時間の経過と共に、「開放性・社交性」「平等性」に

ついてはＵ字型パターンが見られたが、縦断的研究ではないため明確に検証されたとは言

い難い。「開放性・社交性」「平等性」２因子は相関関係を持ち、影響を与え合うことが読

み取れた。「開放性・社交性」「平等性」２因子に関わるイメージの多様性については、個

人の異文化適応がどのような過程で展開していったかが大きく関わっていると考えられる

が、統計的手法では、その内容を知ることはできない。 
 
第４章 
ライフストーリーインタビューは、統計的手法では読み取ることのできない異文化適応



の過程における現象の解釈を目的とした。イメージの形成要因である（１）「歴史的社会的

要因」（２）「個人的要因」に着目した。 
インタビュー協力者 3 名は、出身地も来日した背景も異なる。（１）と（２）は独立した

要素ではなく、関連性を持つ。（１）と（２）の視点から、異文化適応の過程における個人

の具体的な心の動きを読み取ることができた。 
パーソナルな人間関係においても、中国人対日本人として自らのアイデンティティを意

識する場面も見受けられた。条件さえ整えば、国境を越え「個」として動き回れる時代と

はいえ、インタビューからは、個人が自分の属する国と帰属意識からは、自由になれない

ことが感じられる。また、個人的要因としては、個人の意識と、周囲の環境（他者も含め

る）要素が、適応を容易にさせるか否かのポイントであることが読み取れた。 
 

第 5 章 
日本語学習者が日本をどう見ているかを知ることは、日本に対する期待感を知ることに

つながる。本研究で明らかになった、彼らの異文化適応の過程における精神的葛藤と成長、

さらに、対日イメージの変容、形成の様相は、日本語教師として、学習者に対して思い込

みや偏見を持っていなかったかという点について反省する材料を与えてくれた。若い世代

の中国人の日本語学習者の成長の過程に、日本語教師としてどのような支援ができるかを、

今後考えてみたい。 
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